
［
特
集
］神

経
性
や
せ
症

学
校
で
の
適
切
な
支
援
を
め
ざ
し
て

神
経
性
や
せ
症
は
、発
症
が
低
年
齢
化
し
て
小
学
校
高
学
年
か
ら
み
ら
れ
、

中
学
生
で
急
増
し
ま
す
。

日
本
の
女
子
高
校
生
の
有
病
率
は
０
・
17
～
０
・
56
％
で
、

摂
食
障
害“
先
進
国
”の
米
国
と
同
等
で
す
。

さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
小
・
中
学
生
の
新
規
患
者
数
が
約
２
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、理
解
し
に
く
い
本
症
の
心
理
や
行
動
、

学
校
現
場
で
の
対
応
に
つ
い
て
、

日
本
摂
食
障
害
協
会
理
事
長
で
あ
り
、本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
小
児
健
康
相
談
室
で

思
春
期
や
せ
症
相
談
室
を
担
当
し
て
い
る
鈴
木
眞
理
医
師
が
解
説
し
ま
す
。

神
経
性
や
せ
症
※１
は
、
や
せ
、
体
重
増

加
へ
の
強
い
恐
怖
、
低
体
重
へ
の
深
刻
さ

の
欠
如
が
特
徴
で
、
そ
こ
が
健
康
な
人
の

過
激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
の
違
い
で
す
。
急

に
や
せ
た
く
な
り
、
持
ち
前
の
が
ん
ば
り

で
ど
ん
ど
ん
体
重
が
落
ち
て
、
自
分
で
も

お
か
し
い
と
気
づ
い
た
時
に
は
、
一
口
食

べ
る
と
永
久
に
太
り
続
け
る
よ
う
な
恐
怖

で
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

少
食
、
野
菜
や
海
藻
な
ど
の
低
カ
ロ
リ

ー
食
、
過
剰
な
運
動
や
長
い
入
浴
と
い
っ

た
や
せ
る
行
為
の
一
方
で
、
飢
餓
の
反
動

で
頭
の
中
は
食
の
こ
と
ば
か
り
に
な
り
ま

す
。
料
理
好
き
で
グ
ル
メ
番
組
を
好
み
、

家
中
の
食
品
管
理
と
食
品
の
隠
れ
貯
蔵
、

同
胞
や
母
親
へ
の
摂
食
の
強
制
、
ま
た
進

家
族
の
心
理
教
育
が
有
効
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
、
慣
れ
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、

ク
ラ
ブ
活
動
や
学
校
行
事
の
中
止
、
友
達

づ
き
合
い
も
制
限
さ
れ
る
自
粛
生
活
、
競

技
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
中
止
、
家
庭
内

葛
藤
の
発
生
な
ど
、
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス

や
不
安
が
患
者
数
を
増
加
さ
せ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

神
経
性
や
せ
症
で
は
治
療
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
先
決
で
す
。
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活

る
と
ま
た
が
ん
ば
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
辛
か
っ
た
」
と
語
り
ま
す

1

。
や

せ
る
と
辛
さ
の
感
受
性
が
鈍
く
な
る
の
で
、

い
じ
め
ら
れ
て
も
通
学
で
き
、
猛
勉
強
も

こ
な
せ
ま
す
。
反
対
に
、
体
重
を
増
や
す

こ
と
は
嫌
な
現
実
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に

な
り
、
体
重
を
増
や
さ
れ
た
く
な
い
の
で

未
受
診
や
受
診
中
断
が
多
く
、
体
重
増
加

時
に
は
抑
う
つ
が
悪
化
し
て
、
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

神
経
性
や
せ
症
は
約
95
％
が
女
性
で
す
。

動
物
実
験
で
は
心
身
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ

て
食
事
量
が
減
り
ま
す
。
こ
の
効
果
は
オ

ス
よ
り
メ
ス
で
顕
著
で
、
卵
巣
摘
出
に
よ

っ
て
オ
ス
と
同
程
度
に
な
る
の
で
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
が
ス
ト
レ
ス
反
応
を
大
き
く
し

て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
本
症
に
関
連
の
あ
る
８

つ
の
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
、強
迫
性
障
害
、

不
安
障
害
、
う
つ
病
と
は
正
の
、
肥
満
や

糖
尿
病
と
は
負
の
相
関
が
あ
り
ま
し
た
。

性
格
傾
向
で
は
、
他
者
か
ら
の
評
価
に

過
敏
で
、
不
安
に
な
り
や
す
い
た
め
強
迫

的
に
努
力
し
ま
す
。
た
だ
、
完
璧
主
義
ゆ

え
に
融
通
が
き
か
ず
、
物
事
を
ス
ト
レ
ス

と
し
て
受
け
止
め
が
ち
で
す
。
適
切
な
自

己
主
張
が
苦
手
で
、
ス
ト
レ
ス
に
は「
が

ん
ば
る
」「
我
慢
す
る
」
だ
け
で
対
処
す

る
の
で
疲
れ
切
っ
て
い
ま
す
。
手
の
か
か

ら
な
い
よ
い
子
と
評
さ
れ
ま
す
が
、
周
囲

の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
本
音
を
出
せ
ず
、

自
分
の
意
見
や
好
み
も
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

先
進
国
、
都
市
部
、
高
偏
差
値
校
で
患

者
が
多
い
と
い
う
事
実
か
ら
、
社
会
文
化

の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は「
や
せ
る
と
自
信
が
持
て
る
」
と
い

う
刷
り
込
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
挫
折
感

の
埋
め
合
わ
せ
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
の
め
り

込
ん
だ
人
の
一
部
が
発
症
し
て
神
経
性
や

せ
症
の
患
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

家
族
が
原
因
と
い
う
科
学
的
根
拠
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
族
の
適
切
な
支
援
は
回
復

を
助
け
る
の
で
、
患
者
へ
の
対
応
を
学
ぶ

く
な
り
、
産
毛
は
密
生
、
手
足
の
循
環
が

悪
く
紫
色
に
な
り
ま
す
。
胃
も
た
れ
や
便

秘
、
女
子
は
初
潮
が
遅
れ
た
り
無
月
経
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。
嘔
吐
し
て
い
る
と
唾

液
腺
の
腫
れ
で
え
ら
が
張
っ
た
よ
う
に
な

り
、
酸
蝕
歯
や
逆
流
性
食
道
炎
に
な
り
ま

す
。
ま
た
白
血
球
減
少
や
貧
血
、
肝
機
能

障
害
、
脱
水
に
よ
る
腎
機
能
障
害
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
異
常
、
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
低

下
、
低
血
糖
、
嘔
吐
や
下
痢
に
よ
る
ナ
ト

リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
の
低
下
を
認
め
ま
す
。

成
長
期
に
は
身
長
が
伸
び
な
く
な
り
、
こ

の
時
期
に
高
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
骨

カ
ル
シ
ウ
ム
量
の
頂
値（
ピ
ー
ク
ボ
ー
ン

マ
ス
）
が
低
下
し
て
骨
粗
鬆
症
予
備
群
に

な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
※２
に
は
、
ス
ト

レ
ス
自
体
を
合
理
的
に
解
決
す
る
、
自
分

を
成
長
さ
せ
る
よ
い
機
会
だ
と
認
識
を
変

え
る
、
他
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
、
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
、
タ
バ
コ
な
ど
は

「
回
避
」
と
い
う
コ
ー
ピ
ン
グ
で
、
特
効

的
で
す
が
、
連
用
す
る
と
ア
ル
コ
ー
ル
や

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
り
ま
す
。

や
せ
や
過
食
も「
回
避
」に
あ
た
り
ま
す
。

回
復
後
に「
な
ぜ
か
安
心
だ
っ
た
、
誰
に

も
で
き
な
い
や
せ
は
自
信
に
な
っ
た
、
家

族
が
休
ん
で
よ
い
と
言
っ
て
く
れ
た
、
周

囲
が
優
し
く
し
て
く
れ
た
、
体
重
が
増
え

鈴木 眞理
す ず き 　 まり
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１
神
経
性
や
せ
症
を
知
る

（
１
）や
せ
る
た
め
の
行
動
と

	

そ
の
反
動
と
し
て
の
食
への
執
着

（
２
）低
栄
養
と
排
出
行
為
に
よ
る

	

症
状
と
臨
床
検
査
異
常

（
３
）ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ「
回
避
」

	

と
し
て
の
や
せ

（
４
）発
症
の
背
景
因
子

路
先
に
栄
養
科
や
調
理
師
を
志
望
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
仮
性
躁
病
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
活
動
的
で
、
学
業
や
運
動
成

績
が
伸
び
ま
す
が
、
そ
の
後
、
気
分
不
安

定
、
時
間
や
決
ま
り
に
こ
だ
わ
る
強
迫
性

の
悪
化
、
病
的
な
頑
固
さ
、
思
考
力
や
洞

察
力
の
低
下
が
み
ら
れ
、
表
情
が
な
く
な

り
非
社
交
的
で
悲
観
的
に
な
り
ま
す
。
本

人
は「
病
気
で
は
な
い
、
顔
や
足
が
ま
だ

太
い
」
と
言
い
張
る
の
で
周
囲
は
混
乱
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
だ
け
が
太
く
見
え

る
と
い
う
視
覚
と
固
有
受
容
感
覚
の
統
合

障
害
に
よ
る
も
の
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
多
く
は
経
過
中
に
、

生
物
の
防
衛
反
応
と
し
て
抑
制
で
き
な
い

む
ち
ゃ
食
い（
過
食
）
が
出
現
し
ま
す
。

こ
の
時
が
体
重
回
復
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
が
、

体
重
増
加
の
恐
怖
が
強
い
場
合
は
嘔
吐
や

下
剤
を
乱
用
し
て
や
せ
た
ま
ま
で
す
。
神

経
性
過
食
症
も
過
食
と
排
出
行
為
を
し
ま

す
が
、
や
せ
が
な
い
の
が
違
い
で
す
。
両

者
は
移
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近

は
、
発
達
障
害
に
よ
っ
て
社
会
生
活
に
適

応
で
き
な
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
で
、

神
経
性
や
せ
症
を
合
併
す
る
例
も
増
え
て

い
ま
す
。

か
ら
だ
は
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
な
り
、
低

血
圧
、
徐
脈
、
低
体
温
に
な
り
ま
す
。
カ

ロ
チ
ン
の
代
謝
が
遅
延
し
て
皮
膚
が
黄
色

やせの重症度 ％標準体重 労作制限 診療

超重症 55％未満 あり 緊急入院

重症 55％以上65％未満 あり 入院

中等症 65％以上75％未満 あり 外来・入院

軽症 75％以上 なし 外来

小児科医のための摂食障害診療ガイドライン（日本小児心身医学会）より

%標準体重 身体状況 活動制限

55未満 内科的合併症の
頻度が高い

入院による栄養療法の
絶対適応

55～65 最低限の日常生活にも
支障がある

入院による栄養療法が
適切

65～70 軽労作の日常生活にも
支障がある 自宅療養が望ましい

70～75 軽労作の日常生活は可能 制限つき就学·就労の許可

75以上 通常の日常生活は可能 就学·就労の許可

（備考）
・標準体重の50％未満の患者の60％に低血糖による意識障害が認められる。
・�標準体重の55～65％では思考力の低下や消化機能障害のため、一般に摂食のみによる体重増加は困難なことが多く、入院
による栄養療法が勧められる。また、走れない、機敏な動作ができないなど日常生活に支障が多く、転倒等の危険がある。
・�標準体重の65～70％では重篤な合併症の併発率は低下するが、身体能力の低下があり、通常の就学·就労は避けるべきで
ある。ただし敢えて就学·就労を希望する場合は、通学時の付き添いや送迎、出席時間の短縮、隔日通学、保健室での補食、体
育の禁止、短縮勤務などの対応が必要である。
・�標準体重の70～75%では就学·就労が許可できるが、水泳、長距離走、遠足、登山、体育系クラブ活動等の運動や重労作の
労働は禁止する。75%以下では成長障害が生じ、骨粗鬆症が悪化する。
・標準体重の75%以上で重労作の身体活動を状況に応じて許可する。

※2��ストレスに対処しようとする行動のこと ※1��思春期やせ症や神経性食欲不振症から病名統一

神経性食欲不振症のプライマリケアのためのガイドライン（2007）を改変

神経性やせ症の入院適応基準表１

やせの程度による身体状況と活動制限の目安（15歳以上）表２

２
神
経
性
や
せ
症
の
治
療

―
―
環
境
調
整
、心
理
教
育
、

	

栄
養
療
法
、心
理
的
治
療

67 2023 WINTER 2023 WINTER



校
内
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
」「
成
長
曲
線

で
身
長
の
伸
び
の
鈍
化
な
ど
か
ら
だ
の
症

状
を
話
題
に
す
る
」「
責
め
た
り
摂
食
障

害
だ
と
決
め
つ
け
た
り
す
る
言
い
方
は
し

な
い
」
な
ど
。
保
護
者
に
受
診
を
す
す
め

る
場
合
は
、「
家
族
の
立
場
に
立
っ
て
ニ

ー
ズ
を
聴
く
」「
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
て

や
せ
の
原
因
の
精
査
を
依
頼
す
る
」
な
ど

の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
ま
す
。

摂
食
障
害
の
専
門
機
関
は
少
な
く
、
予

約
が
混
ん
で
い
る
の
で
、
先
に
か
か
り
つ

け
医
で
や
せ
を
来
す
他
の
病
気
が
な
い
か

早
め
に
検
査
を
行
う
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

学
校
医
や
養
護
教
諭
の
名
前
で
紹
介
状
を

用
意
す
る
と
返
信
が
来
る
の
で
、
労
作
制

限
や
行
事
へ
の
参
加
の
許
可
に
関
す
る
主

治
医
と
の
連
絡
は
、
保
護
者
を
介
す
る
こ

得
な
ど
を
行
い
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
15
以
上

に
な
る
と
認
知
行
動
療
法
も
行
わ
れ
ま
す
。

認
知
や
行
動
を
変
化
さ
せ
る
の
は
本
人
の

経
験
や
人
と
の
出
会
い
も
重
要
で
、
時
間

の
か
か
る
地
道
な
作
業
で
す
。

学
校
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
早
期

発
見
、
医
療
機
関
と
連
携
し
た
療
養
生
活

の
支
援
、
コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
の
練
習
場

の
提
供
な
ど
が
可
能
で
す
。

担
任
や
体
育
科
教
員
か
ら
の
情
報
、
定

期
健
康
診
断（
前
年
と
の
比
較
）
に
よ
っ

て
本
症
が
疑
わ
れ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応

に
は
、
対
応
指
針（
写
真
１
）
が
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
摂
食
障
害
全
国
支

援
セ
ン
タ
ー
の「
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（
専
門
職
）」
の「
参
考
資
料
・
学
校
関
係
」

で
入
手
で
き

3

、
さ
ら
に
日
本
摂
食
障
害

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本
指
針
の
運

用
ガ
イ
ド
で
あ
る「
養
護
教
諭
・
学
校
関

係
者
の
た
め
の
摂
食
障
害
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
研
修
」4

の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
ビ
デ
オ
を
無

料
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栄
養
状
態
に
よ
る
保
健
室
の
対
応
は
、

体
重
や
徐
脈
に
よ
っ
て
５
段
階
の
基
準
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す（
図
）。

本
人
に
受
診
を
す
す
め
る
場
合
は
、「
学

動
な
ど
心
身
の
負
担
、
過
重
な
周
囲
の
期

待
、
苦
痛
な
人
間
関
係
、
無
理
解
な
家
庭

環
境
と
い
っ
た
当
面
の
ス
ト
レ
ス
要
因
を

軽
減
し
て
、
患
者
が
安
心
し
て
療
養
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
治
療

動
機
を
持
た
せ
る
心
理
教
育
、栄
養
指
導
、

コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
心
理

的
治
療
を
行
い
ま
す
。
薬
物
療
法
は
胃
腸

症
状
や
精
神
症
状
に
対
症
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す

2

。

本
邦
で
の
死
亡
率
は
６
年
間
で
７
～
11

％
で
す
。
精
神
疾
患
の
中
で
最
も
高
く
、

死
因
は
低
血
糖
、
電
解
質
異
常
、
不
整
脈
、

心
不
全
、
感
染
症
で
す
。
内
科
的
緊
急
入

院
の
適
応
は
ａ.
全
身
衰
弱
、
b.
重
篤
な
合

併
症
、
c.
標
準
体
重
の
55
％
未
満
の
や
せ

で
す
。
や
せ
の
程
度
に
よ
る
身
体
状
況
と

活
動
制
限
の
目
安
も
示
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
１
、
２
）。

救
命
、
合
併
症
の
予
防
、
思
考
力
を
回

復
さ
せ
て
心
理
的
治
療
を
奏
功
さ
せ
る
た

め
に
、
あ
る
程
度
の
体
重
増
加
を
優
先
さ

せ
ま
す
。
し
か
し
患
者
は
体
重
増
加
の
恐

怖
が
強
い
の
で
、
栄
養
療
法
の
導
入
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
が
泣
き
泣
き

で
も
体
重
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
納

得
す
る
動
機
づ
け
に
尽
き
ま
す
。
治
療
の

最
終
目
標
は
標
準
体
重
の
90
％
と
月
経
の

再
来
で
す
が
、
当
初
は
、
入
院
回
避
や
学

校
行
事
へ
の
参
加
が
可
能
な
目
標
体
重
を

決
め
、
症
状
や
検
査
値
の
改
善
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
摂
食
努
力
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

外
来
で
は
、
本
人
が
食
べ
や
す
い
食
品

で
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
し
、
徐
々
に

食
事
回
数
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
し
て

い
き
ま
す
。
消
化
吸
収
機
能
低
下
や
過
活

動
の
た
め
、
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
59 

kcal/kg

と
の
報
告
が
あ
り
、
体
重
が
増

え
に
く
い
状
態
で
す
。
過
食
は
飢
餓
の
反

動
な
の
で
、
栄
養
状
態
を
改
善
し
な
い
限

り
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。Fam

ily-based 
treatm

ent

（
Ｆ
Ｂ
Ｔ
）
は
18
歳
以
下
で

発
症
３
年
以
内
、
軽
症
の
場
合
に
、
家
族

が
自
宅
で
食
事
を
管
理
し
て
体
重
増
加
を

請
け
負
う
方
法
で
す
。

体
重
増
加
が
不
良
な
場
合
は
、
入
院
で

経
管
や
経
静
脈
性
高
カ
ロ
リ
ー
栄
養
も
行

い
ま
す
。
入
院
時
に
行
う
行
動
制
限
療
法

と
は
、
最
初
は
ベ
ッ
ド
上
安
静
で
、
食
事

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
徐
々
に
上
げ
て
、
全
量

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
行
動
制
限
を

解
除
し
て
い
き
、
治
療
者
と
の
面
談
や
交

換
日
記
を
通
し
て
心
理
的
治
療
を
受
け
る

方
法
で
す
。

月
経
は
標
準
体
重
の
最
低
85
％
以
上
で

再
来
し
ま
す
。
低
体
重
の
ま
ま
で
骨
密
度

を
正
常
化
さ
せ
る
薬
物
療
法
は
確
立
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
栄
養
状
態
が
回
復
す
る
と

思
考
力
や
認
知
が
改
善
す
る
の
で
、
や
せ

へ
回
避
し
な
い
よ
う
に
、
日
常
生
活
の
出

来
事
を
テ
ー
マ
に
、
白
黒
思
考
な
ど
の
認

知
の
歪
み
の
修
正
、
他
人
に
相
談
す
る
と

い
っ
た
多
様
な
コ
ー
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
の
習

と
な
く
行
え
ま
す
。
専
門
施
設
は「
摂
食

障
害
全
国
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
ほ
っ
と
ラ

イ
ン
」5

や「
診
療
施
設
リ
ス
ト
」

3

が
利
用

で
き
ま
す
。

本
指
針
で
は
、
学
校
は
医
療
機
関
と
連

絡
を
取
っ
て
治
療
方
針
に
従
い
、
症
状
悪

化
時
の
対
応
に
つ
い
て
決
め
て
お
く
こ
と

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
治
療
中
の
生
徒
に

慎
む
べ
き
言
動
は
、「
食
事
量
を
し
つ
こ

く
聞
く
」「
本
人
の
体
重
増
加
の
恐
怖
に

見
の
た
め
の
兆
候
を
示
し
て
い
ま
す
。

日
本
摂
食
障
害
協
会
は
啓
発
の
た
め
に

刊
行
物
を
作
成
し
て
い
ま
す（
写
真
２
）。

『
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
摂
食
障
害
治
療
・

支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
は
内
科
・
小
児
科
、

精
神
科
、
婦
人
科
、
歯
科
、
心
理
、
看
護
、

栄
養
、
学
校
と
の
連
携
、
発
達
障
害
合
併
、

家
族
支
援
、
ア
ス
リ
ー
ト
、
生
活
支
援
、

犯
罪
行
為
な
ど
包
括
的
に
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、『
拒
食
と
過
食
の
疑
問
に
答
え

る
Ｑ
＆
Ａ
』
は
本
人
、
家
族
、
関
係
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
頻
度
の
高
い
57
の
質
問
の

回
答
集
で
、「
給
食
が
食
べ
ら
れ
な
い
」

と
い
う
質
問
に
は
、「
昼
前
に
下
校
、
保

健
室
で
持
参
食
を
食
べ
る
」
な
ど
の
工
夫

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
体
力
が
低
下
し
た

時
に
は
保
健
室
登
校
や
保
健
室
で
の
補
食

な
ど
の
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

患
者
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
要
因
が
勉
学

の
過
重
、
進
路
の
迷
い
、
人
間
関
係（
ク

ラ
ス
、
部
活
動
な
ど
）
な
ら
ば
、
学
校
関

係
者
は
プ
ロ
と
し
て
支
援
で
き
ま
す
。
体

重
増
加
時
は
現
実
に
近
づ
く
辛
い
気
持
ち

を
理
解
し
て
、「
太
っ
た
」「
元
の
よ
う
に

ま
た
が
ん
ば
っ
て
」「
な
ぜ
登
校
で
き
な

い
の
」 

な
ど
の
声
か
け
は
厳
禁
で
す
。
学

校
へ
の
提
言
と
し
て
、「
完
璧
主
義
、
過

剰
な
が
ん
ば
り
へ
の
礼
賛
を
考
え
直
す
」

「
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

厳
格
な
節
度
を
も
つ
」「
ス
ト
レ
ス
対
処

能
力
を
高
め
る
よ
う
な
講
義
を
授
業
の
中

に
組
み
入
れ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
コ
ー
ピ
ン

グ
ス
キ
ル
を
伸
ば
す
練
習
場
で
す
。
人
は

失
敗
し
て
挽
回
し
て
初
め
て
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
神
経
性
や
せ
症
の
患

者
は
本
音
を
言
え
ず
に
孤
独
を
感
じ
て
お

り
、
自
己
主
張
、
感
情
を
言
葉
に
す
る
、

頼
む
、
断
る
、
相
談
す
る
こ
と
が
苦
手
で

す
。
思
春
期
を
経
験
し
た
先
輩
と
し
て
、

温
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
の
も
学
校

で
働
く
教
職
員
で
す
。

［特集］神経性やせ症  学校での適切な支援をめざして

３
摂
食
障
害
の
支
援

―
―
学
校
が
で
き
る
こ
と

４
最
後
に

（
１
）学
校
と
医
療
の
よ
り
良
い

	

連
携
の
た
め
の
対
応
指
針

（
２
）学
校
が
で
き
る
そ
の
他
の
支
援

日本摂食障害協会の刊行物写真２　 摂食障害に関する学校と医療の
より良い連携のための対応指針

写真１　

低栄養から判断する保健室での対応のエキスパートコンセンサス（中学校） 図  

配
慮
し
な
い
で
体

重
増
加
を
単
純
に

喜
ぶ
」「
回
復
や

進
路
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
か
け
る
」

「
体
重
測
定
の
強

要
」
な
ど
で
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
の

摂
食
障
害
の
発
症

率
は
非
ア
ス
リ
ー

ト
の
３
倍
と
報
告

さ
れ
て
お
り
、
リ

ス
ク
が
高
い
の
は

審
美
系
、
長
距
離

走
、
体
重
別
階
級

が
あ
る
種
目
で
す
。

本
指
針
で
は
部
活

動
単
位
の
健
康
診

断
を
実
施
す
る
こ

と
を
推
奨
し
て
お

り
、
オ
ー
バ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
体

力
が
落
ち
て
も
練

習
を
休
ま
な
い
、

孤
立
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
に
知
っ

て
ほ
し
い
早
期
発
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肥満度－15％未満で徐脈
肥満度－20％未満
BMI 17 未満

肥満度－25％未満
BMI 15 未満
成長曲線の外れ

肥満度－20％未満で徐脈
BMI 16 未満

肥満度－20％未満で徐脈
BMI 15 未満

肥満度－30％未満
BMI 14 未満

保護者に連絡する段階３

受診を強く勧める段階５

緊急対応段階６

学校医に連絡や相談をする、
本人や保護者に受診を勧めるなど
医療につなげるための行動をとる

段階４

他の生徒より密に経過を見る段階１

学級担任・部活動顧問（指導者等）と見守り体制を作る段階２

★段階 1、2、3
3�か月経過を見て変化が
なかったら次の段階に進む。

★段階 4、5
0�～�1�か月経過を見て変化が
なかったら次の段階に進む。
（0�か月は、急激な変化があり、すぐに
次の段階に進む必要がある場合を示している）

3�か月で
改善がない場合

3�か月で
改善がない場合

3�か月で
改善がない場合

0�～�1�か月で
改善がない場合

0�～�1�か月で
改善がない場合

一般生徒の定期検診
※バイタルサイン（脈拍、血圧、体温）は、臥位で安静に
　して測定することが大切である。座位では、脈拍や血圧、
　体温が高めに出ることがあるので注意すること。

体重維持または回復が可能になるなどの改善が
見られた場合は、段階�1�に戻り、経過を見る
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